
古

き
魚
山
声
明
博

士
と
只
博
士

の
成

立
に

つ
い
て

(
水

原
)

古
き
魚
山
声
明
博
士
と
只
博
士

の
成
立
に

つ
い
て

水

原

夢

江

魚
山
声
明
は
慈
覚
大
師
円
仁
に
よ
り
、
中
国
よ
り
伝
来
さ
れ
た
声
明

で
あ
り
、

そ
の
声
明
の
博
士
と
云
わ
れ
る
譜
面
に
就

い
て
考
察
を
試
み

た
い
。

慈
覚
大
師

が
声
明
承
来
時
に
声
明
博
士
を
伴

っ
た
も
の
か
ど
う
か
に

就
い
て
は
不
明
と
さ
れ
、
博
士
を
伴

っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
説
が
概

念
化
し
て
い
る
。

併
し
鎌
倉

時
代
の
声
明
非
凡
の
明
士
蓮
入
房
湛
智
記
の
引
声

の
文
に

メ

ニ

ノ

「慈
覚
大
師
対
ニ大
唐
法
道
和
尚
一被
レ
相
ニ伝
之
一而
帰
朝
時
於
二
海
上
一

ノ

ノ

ニ

ニ

ノ

ニ

メ

成
就
如
是
是
博
士
御
心
中
御
不
審
云
云
愛
生
身
阿
弥
陀
仏
海
上
現
如
是

ヤ
ト
云
云
大
師
此
曲
ヲ
御
伝

ア
リ
ト
イ

ヘ
ド
モ
不
二
始
行

之
御
入
滅
云
云

ノ

ニ

御
弟
子
相
応
和
尚
被
レ
始
レ之
東
塔
常
行
堂
」
と
あ
り
、
是
博
士
御
心
中

御
不
審
と
の
記
が
示
す

こ
と
は
、
何
等
か
の
博
士
の
存
在
を
示
す
貴
重

な
る
文
献

の

一
つ
で
あ
る
。
故
に
私
は
慈
覚
大
師
は
声
明
博
士
を
伴

っ

て
承
来
さ
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
も
の
で
あ

る
。
但

し
現
在

に
至

る

も
、
そ
の
博
士
な
る
も
の
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

大
師
以
後

の
声
明
と
し
て
博
士
の
存
在
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
も

の
に
は
、
良
忍
上
人
の

「
四
智
讃
」
と
、
(
1
1
3
1
)
良

忍
自
筆

の

「引

声
阿
弥
陀
経
」
を
弟
子
の
実
報
房
長
海
が
伝
受
し
、
良
忍
の
孫
弟
子
慈

心
房
智
俊
が
之
を
透
写
し
、
そ
の
弟
子
蓮
入
房
湛
智
が
透
写
し
、
又
そ

の
弟
子
讃
岐
法
印
宗
快
が
透
写
し
、
更
に
実
相
院
快
憲
(嘉
禎
二
年
)
の

透
写
せ
し
も
の
の
二
点
が
金
光
を
放
つ
の
貴
重
最
大
の
も
の
で
あ
る
。

其
他
の
博
士
と
し
て
、
そ
の
一
端
を
残
し
て
い
る
も
の
に
家
寛
法
印
流

博
士
。
尭
雲
房
頼
澄
流
博
士
。
妙
音
院
流
博
士
。
蓮
界
房
浄

心
流
博

士
。
蓮
入
房
古
博
士
。
蓮
入
房
流
只
博
士
。
大
進
法
印
覚
淵
写
非
世
流

布
之
博
士
。
覚
淵
写
世
流
布
之
博
士
。
明
忍
房
劔
阿
写
之
博
士
。
只
博

士
。
妙
音
院
写
笛
穴
博
士
。
円
珠
房
喜
淵
写
五
音
博
士
。
覚
淵
写
五
音

博
士
等
の
存
在
を
見
る
。

亦
以
上
の
声
明
博
士
の
他
に
、
讃
岐
法
印
宗
快
(嘉
禎
四
年
)
著
の
魚

山
目
録
を
、
建
長
八
年
三
月
廿
五
日
於
大
原
草
奄
書
写
之
了
宗
祐
の
魚

山
目
録
に
よ
れ
ば
、
「
琴譜
声
明
集
」
「妙
音
院
声
明
集
」
「笛
穴
声
明

集
」
の
三
種
の
声
明
巻
物
と
校
合
し
て
調
子
が
記
入
さ
れ
て
あ
る
こ
と

か
ら
、
当
時
魚
山
に
於
て
此
の
三
種
の
声
明
集
が
存
在
し
、
但

つ
魚
山
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声
明
に
於
け
る
参
考
文
献
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
併
し
残
念
な
こ
と
に
は
此
の
三
種
の
声
明
集
は
魚
山
に
て
見
当

ら
な
い
の
で
あ
る
。
覚
淵
自
筆
と
言
わ
れ
る
笛
穴
声
明
集
の

一
部
が
見

当
る
の
み
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
記
譜
法

(博
士
)
は
異

な
れ
ど
も
、
曲
調
及
び
音
律
旋
律
等
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
の
出
来
ぬ
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

又
同
時

に
良
忍
の
四
智
讃
。
蓮
入
房
流
只
博
士
。
只
博
士
。
円
珠
房

喜
淵
写
五
音
博
士
等

の
只
博
士
と
五
音
博
士
を
除
い
た
声
明
博
士
の
形

態
は
、
元
来

一
つ
の
博
士
の
形
態
を
元
本
と
し
た
表
記
法
の
個
人
的
差

異
の
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
唱
え
る
者
に
と

っ
て
は
、
そ

の
小
異
が
不
分
明
で
あ
れ
ば
唱
え
ら
れ
ぬ
こ
と
と
な
る
。

此
処
に
於
て
、
大
原
魚
山
に
於
て
も
此
等

の
不
統

一
な
声
明
博
士
の

出
現
多
出

に
よ
り
、

一
旦
良
忍
に
よ
り
総
合
統

一
さ
れ
た
魚
山
声
明
が

分
離
分
派

さ
れ
て
行
く
運
命
が
回
避
出
来
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
現
に
当
時
に
於
て
古
流
。
妙
音
院
流
。
新
流
と
言
わ
れ
る
三
派
の

流
派
が
出
来
た
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
、
但
し
此
の
三
派
の
流
派
も
本

源
は
良
忍
上
人

一
人

で
あ
る
為
、
良
忍
上
人
の
声
明
を
変
化
せ
し
め
る

こ
と
な
く
唱

え
る
こ
と
に
鏑
を
削

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
処
で
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

一
般
的
流
派
の
分
立
に
言
わ
れ
る
如

く
、
大
筋

は
同
じ
で
あ
る
が
、
塩
梅
に
お
い
て
相
違
が
あ
る
と
言
う
如

き
も
の
で
は
な
く
、
同

一
音
曲
は
唱
法
に
至

っ
て
は
全
く
同

一
で
、
表

記
法

の
相
違

に
よ
り
各
流
派
の
存
在
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
…
や
が
て

後
世
に
到

っ
て
博
士
の
相
違
と
伝
承
の
困
難
さ
に
よ
り
、
独
立
し
た
独

自
の
流
派
と
な
っ
て
行

っ
た
が
…

亦
非
世
流
布
と
世
流
布
と
の
声
明
と
言
う
説

が
存
在
す
る
如
く
、
非

世
流
布
と
は
、

こ
の
博
士
は
吾
等

の
所
用
の
譜

で
は
な
い
と
言
う
こ
と

で
あ
り
、
世
流
布
と
は
吾
人
等

の
所
用
の
譜
面

で
あ
る
声
明
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
故
に
博
士
が
異
な
れ
ば
…
小

し
の
異

い
で
も
…
他
流
と
い

っ
た
思
考
が
大
を
な
し
て
い
た
と
思
は
れ
る
。
但

し
此
等
の
博
士
の
中

の
五
音
博
士
に
つ
い
て
は
、
前
記
種
々
の
声
明
博
士
が
存
在
す
る
中
で

音
位
の
校
正
に
は
、
こ
の
五
音
博
士
が
常

に
引
合

い
に
出
さ
れ
て
校
合

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
此
の
五
音
博
士
は
何
時
頃
出

来
た
も
の
か
不
明
な
る
も
、
此
等

の
博
士
の
以
前
又
は
良
忍
以
前
に
既

に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
考
さ
れ
る
と
同
時
に
、
重
要
な
る
博

士
で
あ

っ
た
こ
と
に
は
間
違

い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

択
て
、
此
等

の
中
、
何
と
い
っ
て
も
声
明
中
興

の
祖
は
良
忍

一
人
で

あ
り
、
現
存
し
て
い
る
良
忍
真
筆

の
博
士
と
、
透
写
の
博
士
引
声
を
見

る
に
、
文
字
は
同

一
人
の
筆
を
透
写
さ
れ
た
も

の
と
見
倣
さ
れ
る
も
、

博
士
に
於
て
は
全
く
別
系
統

の
博
士
で
あ
る
。
四
智
讃

の
博
士
は
、
良

忍
自
ら
目
安
に
書
く
と
言
わ
れ
た
博
士
で
あ
る
。
引
声
の
博
士
は
古
博

士
と
い
う
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
古
博
士
に
就

い
て
宗
快

の
起
草
し
た
魚
山
目
録
に
よ
っ
て
古
博
士
と
只
博

士
と
の
二
つ
が
完
成

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
奥
書
に
、

「本
云
嘉
禎
四
年
戊
戌
二
月
九
日
於
大
原
草
奄
造
此
図
詑
是
則
付
古

古

き
魚
山
声
明
博
士

と
只
博
士

の
成
立

に

つ
い
て

(
水

原
)
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古
き
魚
山
声
明
博
士
と
只
博
士
の
成
立
に
つ
い
て

(水

原
)

博
士
為
令
知
五
音
也
但
任
愚
意
抄
之
而
再
治
定
比
謬
多
之
欺
後
賢
必

可
添
臭
魚
山
未
学
宗
快
」

と
あ
り
、
此

の
図
は
古
博
士
に
付
け
て
五
音
を
知
ら
し
め
ん
が
為
な
り

と
あ
る
ご
と
く
、
古
博
士
の
音
位
を
知
ら
し
む
る
尺
度
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
を
透
写

の
博
士
引
声
に
付
し
て
見
る
に
、
博
士
の
音
位
の
解
読

が
明
瞭
に
蘇
え
っ
て
来
る
。
尚
又
引
声

の
博
士
自
体
を
見
る
に
、
近
時

ま
で
大
原

に
使
用
さ
れ
た
古
博
士
と
同
様

の
博
士
で
あ
り
、
従

っ
て
声

明
博
士
を
書
写
す
る
時
の
約
定
も
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

く
。
即
ち
引
声
を
見
る
限
り
に
お
い
て
良
忍
上
人
の
引
声
の
博
士
は
、

精
練
さ
れ
、
約
定
さ
れ
要
約
さ
れ
統

一
さ
れ
た
博
士
と
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
之

に
よ
り
、
明
治
初
期
ま
で
大
切
に
さ
れ
た
こ
の
古
博
士
が
良

忍
の
時
既
に
完
成
間
近
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
良
忍
以
前
に

同
系
統

の
不
統

一
な
博
士
が
存
在
し
、
良
忍
に
よ

っ
て
統

一
さ
れ
た
と

見
倣
し
得

る
の
で
あ
り
、
這
の

一
つ
の
画
期
的
事
績
は
良
忍
を
声
明
中

興
の
祖
と
云
は
し
め
た
理
由
の

一
つ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
将
亦
そ

の
音
位

の
約
束
を
宗
快
に
よ
っ
て
図
示
さ
れ
、
此
処
に
完
全
な
古
博
士

の
成
立
を
見
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
魚
山
血
脈
を
見
る
に
良
忍

の

弟
子
に
十
人
有
り
、
音
曲
相
承
次
第

(蓮
入
房
記
)
を
見
る
に
良
忍
は
文

殊
讃
。

百
石
讃
は
尭
雲
房
よ
り
受
け
、
始
段
唄
は
家
寛
よ
り
受
け
て
い

モ

る
。
又
互
坂
法
印
彼
弟
子
也
錐
レ為
二本
本
願
御
弟
子
一於
密
宗
声
明
者

彼
律
師
曲
取
レ
学
也
と
蓮
入
房
記
に
あ
り
、
彼
律
師
と
は
蓮
華
院
律
師

を
指
す
。
彼
様
に
良
忍
に
自
伝
の
声
明
を
伝
え
、
同
時
に
良
忍
に
声
明

を
習

つ
た
人
々
で
も
あ
る
。
察
す
る
に
良
忍

の
伝
承
と
異
な
っ
た
博
士

の
伝
承
を
三
師
と
弟
子
よ
り
受
け
た
良
忍
に
と

っ
て
は
、
博
士
の
統

一

完
成
が
避
け
ら
れ
ぬ

一
つ
の
現
実
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
四
智
讃

の
目
安
博
士
な
る
も
の
を
見

る
に
、

こ
れ
は
旋
律
の

姿
を
よ
り
分
明
に
表
ら
わ
そ
う
と
す
る
表
現
で
、
引
声
の
博
士
よ
り
は

理
解
し
や
す
い
の
で
あ
る
が
、
此
の
時
点
に
於

い
て
は
不
安
定
な
要
素

は
否
む
べ
く
も
な
い
。
併
し
古
来
の
博
士
よ
り
、

よ
り
理
解
し
や
す
い

博
士
を
と
願

っ
た
良
忍
の
考
え
が
、

こ
の
試
作

と
な
っ
た

こ
と
は
、
お

そ
ら
く
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
此
の
良
忍
の
願
い
が
四
代
目
の

弟
子
蓮
入
房
湛
智
に
よ
っ
て
、
完
成
さ
れ
て
只
博
士
と
な
っ
た
。

此
の
新
作
さ
れ
た
只
博
士
か
ら
見
る
時
、
引
声
の
博
士
は
古
博
士
と

称
ば
れ
る
に
至

っ
た
こ
と
も
頷
け
る
と
共
に
、
非
凡
な
黄
智
を
持

っ
た

湛
智
が
良
忍
の
心
を
汲
み
、
楽
書
を
漁
り
楽
律
を
究
め
緻
密
に
研
讃
黙

考
し
声
明
用

心
集

上
中
下

(楽
律
論
)
。声

明

口
伝

(博
士
書
方
の
注
意

書
)
。
声
明
目
録
自(出
音
音
位
、
調
子
、
曲
調
並
拍
子
の
決
定
書
)
上
下
等
を

著
わ
し
全
精
力
を
博
士
に
遺
わ
し
、
遂
に
只
博
士
を
完
成
せ
し
め
た
の

で
あ
る
。

宜
な
る
か
な
、
古
流
は
疾
く
亡
び
妙
音
院
流

は
関
東
に
伝
播
す
る
も

衰
滅
し
唯
だ
只
博
士
に
よ
る
声
明
の
み
が
八
百
年
の
今
日
ま
で
伝
承
せ

ら
れ
、
今
尚
古
来

の
塩
梅
を
醸
し
得
る
の
は
湛
智

の
功
績
に
よ
る
。

(紙
数
の
都
合
に
よ
り
注
記
は
略
す
)

魚
山
末
学

(宝
林
寺
住
職
)
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